
【感染症発生動向調査事業から】
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流行発生注意報基準値

 川崎市におけるインフルエンザの定点当たり報告数は、令和５年第３７週
（９月１１日～９月１７日）に１３．３１人となり、昨シーズンから流行期が
継続したまま、流行発生注意報基準値（定点当たり１０．００人）を超えまし
た。区別では、麻生区が定点当たり１７．１３人と最も多く、次いで宮前区が
１６．６０人となっています。 
令和５年の報告はＡ型インフルエンザが中心であり、今シーズンにインフル

エンザ様疾患として健康安全研究所に搬入された１０検体のうち、７検体から
インフルエンザウイルスが検出され、いずれもＡ香港型でした。 
 今シーズンは、インフルエンザの報告数が例年よりも早い時期から急速に増
加しているため、御注意ください。 

今、何の病気が流行しているか！

第３７週報告数第１位 インフルエンザ～流行発生注意報が発令されました！～

令和５年９月１１日（月）～令和５年９月１７日（日）〔令和５年第３７週〕の感染症発生状況 

第３７週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）新型コロナウイルス感染症 ２）インフルエンザ ３）感染性胃腸炎でした。 

新型コロナウイルス感染症の定点当たり患者報告数は２１．５９人と前週（２４．９５人）から減少しました。 

インフルエンザの定点当たり患者報告数は１３．３１人と前週（７．８０人）から増加し、例年よりかなり高いレベルで推移しています。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は３．７３人と前週（３．１１人）から増加し、例年より高いレベルで推移しています。

第３７週報告数第３位

第３７週報告数第２位
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川崎市におけるインフルエンザ発生状況（５年間） 

川崎市感染症情報発信システム（KIDSS） 

川崎市におけるインフルエンザ分布マップ 
（令和５年第３７週） 


